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はじめに 

 

近年、気象庁では、災害の激甚化などを「新たなステージ」と捉えて防災気象情報の改

善を進め、また、「地域における気象防災業務のあり方」の提言を受けて地域防災の支援を

強化してきた。その中、昨年度は、局地化・集中化した雨の降り方により「平成 29年 7月

九州北部豪雨」が、そして今年度は、激甚化した雨の降り方により「平成 30 年 7 月豪雨」

が発生した。日本列島を襲った平成 30年台風第 21 号や第 24 号等では、暴風・高潮災害も

顕著であった。 

「平成 30 年 7月豪雨」においては、気象庁からの防災気象情報の発表や自治体からの避

難の呼びかけが行われていたもののそれらが必ずしも住民の避難行動に繋がっていなかっ

たのではないか、との指摘があった。これを踏まえて開催した「防災気象情報の伝え方に

関する検討会」では、避難等の防災行動に役立つための防災気象情報の伝え方について課

題を整理し、その解決に向けた今後の改善策について検討が行われた。 

改めて言うまでもないが、我々の発信する防災気象情報が避難等の防災行動に役立つ上

では、伝え方の改善だけでなく、情報の信頼性を向上させることが根本的に重要であり、

予測精度をより一層向上させるとともに、災害危険度の高まりや切迫度について、情報の

受け手である自治体の防災担当職員や住民等に我が事感をもって理解できる情報を提供す

るよう対応を推進する必要がある。 

本テキストは、予報担当者の技術力の維持・向上を目的に、予報作業や最新の予報技術

等について解説する。具体的には、予報作業の解説、既存のプロダクトの理解促進、最新

の予報技術の解説、という 3 つの大きな柱から構成されている。 

柱の 1 つ目については、予報担当者の技術力向上を目的に、昨年度に引き続き、各種指

数を用いた予報作業の実例として、予想が難しい不安定降水の事例を対象に予報作業を解

説するとともに、地方予報中枢官署での実況監視・解析の具体例を解説した。また、予報

作業における実況監視技術の向上を図る観点で、新しいひまわり 8 号の衛星画像を利用し

た事例解析を解説した。2つ目は、従前から継続して作成・提供しているプロダクトについ

て一層の理解促進を図るため、総観スケールの天気図の解析手法について解説するととも

に、台風予報に対する理解を深める目的で現在行っている台風進路予報の詳細について改

めて解説した。3つ目は、新しい技術力の習得・知識の向上を目的として、気象庁の警報・

注意報、各種危険度分布等の根幹を成している解析雨量や降水短時間予報等についての理

解を深めるため、それらの算出手法や特徴、留意点、最新の改善について解説した。 

近年、ますます激甚化する災害や現象に対応して適時適切に防災気象情報を提供すると

ともに、地方気象台等が地域における気象防災支援強化を図り、住民の避難等の防災行動

に役立つ上で、本テキストが予報担当者はもちろん、気象解説や自治体支援等を担当する

すべての職員の技術力向上の一助になることを期待する。 

 

                       平成 31 年 2 月 

 予報課長 梶原靖司 
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*永山 隆治（気象庁予報部予報課） 

第１章 実例に基づいた予報作業の例 
 

１．１ はじめに* 

気象庁はこれまで、雨による災害発生の危険度の高まりを評価する技術（土壌雨量指数、表面雨量指数、

流域雨量指数）の開発を進めてきた。2017 年（平成 29 年）出水期には、この技術を活用して大雨・洪水警

報及び大雨特別警報の改善を行った。まず、大雨警報及び注意報、洪水警報及び注意報の発表基準について、

これまで用いてきた 1 時間降水量（以後、R1 と表記）や 3 時間降水量（以後、R3 と表記）の基準に替わっ

て、これらの指数を用いることとした。指数の基準はこれまでのR1や R3の基準よりも災害発生との相関が

高く、これにより、土砂災害や低地の浸水、河川の氾濫といった災害の種類に応じて、災害発生の危険度の

高まりをより客観的に判断することが可能になった。さらに、これまで提供してきた「土砂災害警戒判定メ

ッシュ情報」に加えて、「大雨警報（浸水害）の危険度分布」及び「洪水警報の危険度分布」の提供を開始

した。これは、大雨警報や注意報が発表された市町村内において、実際にどこで危険度が高まっているかを

分かりやすく提供するため、危険度を色分けして地図上に表示するものである。この「危険度分布技術」を

活用して、大雨特別警報を発表する際に危険度が著しく高まってはいないと判断できる市町村は、これを除

外して発表できるようにした。 

本章では、土壌雨量指数、表面雨量指数、流域雨量指数を使った予報作業について、標準的な予報作業

や事例の検討について解説する。ここでは、作業時に入手でき得る資料と現在我々が持っている予報技術を

用いた標準的な予報作業を説明することとし、事後に入手できる資料は利用せず、実践的な予報作業を示す。

平成29年度予報技術研修テキストでは、平成28年台風第9号による大雨を題材として、上述した新しい指

数を使った予報作業について取り上げた。今年度は、平成 29 年 8 月の不安定降水による大雨を題材として、

数値予報モデルやガイダンスが不得意とする現象における標準的な予報警報発表作業の流れについて確認す

る。 
 

１．２ 2017年 8月 19日の不安定降水による大雨事例 

本節では、2017 年 8 月 19 日の午後に東京地方で発生した不安定降水による大雨を題材として、数値予報

モデルやガイダンスが不得意とする現象における、標準的な予報警報発表作業の流れについて記述する。

1.2.1 項で当該事例の概要を確認し、1.2.2 項、1.2.3 項ではこの事例に対する標準的な天気予報及び警

報・注意報の作成、発信作業についてそれぞれ記述していく。天気予報作業の解説は現象前日の 8 月 18 日

17 時予報作業（1.2.2.1）から開始し、以後、8 月 19 日 5 時予報（1.2.2.2）、11 時予報（1.2.2.3）のそ

れぞれの時刻について行い、予想資料の着目点等について整理した。その後、不安定降水が顕在化してくる

当日午後については、注意報発表判断とこれに係る作業（1.2.3.1）、警報発表判断とこれに係る作業

（1.2.3.2）、各種警戒度ガイダンスによる警報切り替え作業（1.2.3.3）、緊急整合による警報切り替え作

業（1.2.3.4）、警報解除作業（1.2.3.5）のそれぞれの作業について述べ、警報等発表判断や作業上の留意

事項について整理した。 

 

１．２．１ 大雨の概要* 

現行の予報技術では、広い範囲で大気の状態が不安定となり、その中の一部地域で局地的に大雨となる




